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2．九州地区大学一般教育研究会　委員会

開催日時　　平成16年9月17日（金）　11時0◎分から11時45分まで

L当番大学挨拶

　　　豊田　寛三 大分大学理事（教育担当）・副学長

2．議長選出

　　九州地区大学一般教育研究会委員長　罵洪

　　を選出した。

氏（九州大学高等教育総合開発研究センター長）

3．庶務・会計報告

（1）庶務報告

　淵田庶務委員から、下記のとおり報告があった。

　　　ア．第52回九州地区大学一般教育研究協議会が開催された。

　　　　平成15年9月19日（金）～2◎日（土）

　　　　当番校は中村学園大学

　　　イ．第53回九州地区大学一・一・・一般教育研究協議会準下等について

　　　　①平成15年9月17日

　　　　　　事業所から、第51回議事録を加入大学及び関係機関等に送付

　　　　②平成15年9月19・20日

　　　　　　中村学園大学において第52回九州地区大学一般教育研究委員会・協議会開催

　　　　③平成16年2月16日

　　　　　　事業所から、第52回議事録を加入大学及び関係機関等に送付

　　　　④平成16年5月19日

　　　　　　大分大学から、第53回九州地区大学一般教育研究協議会の開催にかかる依頼文書等

　　　　　の内容の事業所への確認

　　　　⑤平成16年6月4日

　　　　　　事業所から、第53回九州地区大学一般教育研究協議会の開催及び発表者募集等の通

　　　　　知の送付

（2）会計報告

　小山会計委員から、下記のとおり報告があった。

　　ア．平成16年4月6日

　　　　平成15年度決算報告書を作成

　　イ．平成16年4月19日

　　　　監査委員が平成15年度分の会計監査を実施

　　ウ。平成16年4月3◎日

5



　　事業所から、平成16年度会費の納入依頼を送付

工．平成16年9月6日

　　平成17年度予算（案）を作成

4．議事

　（1）次期開催地区の決定について

　　　　　第54回開催地区を隅一テーシsンどおりに熊本地区の大学で開催することが承認された。

　　　　　なお、熊本大学を当番大学とし、平成17年9月16・17日に熊本大学で開催される。

　　　　　また、平成18年度においては、鹿児島地区で開催する予定であることの説明があった。

（2）次期委員の確認について

　　　ア．平成16年度委員名簿により確認を行い、変更が生じた場合は随時連絡をいただきたい

　　　　旨のお願いを行なった。

　　　イ．会則では、委員長は委員の互選により選出することになっているが、慣例により、九州

　　　　大学高等教育総合開発研究センター長を委員長に推薦し、承認された。

　　　　平成17年度九州地区一般教育研究会委員会の委員長等

　　　　委員長蔦　　洪（九州大学高等教育総合開発研究センター長）

　　　　庶務委員　淵田　吉男（九州大学教授・高等教育総合開発研究センター〉

　　　　会計委員　小山　紘三（九州大学助教授・高等教育総合開発研究センター〉

　　　　監査委員　則松　彰文（福岡大学教授・共通教育センター長補佐）

（3）座長・副座長の決定について

　　　研究協議会の座長・副座長を承認した。

（4）平成15年度決算報告について

　　　ア．小山会計委員から、平成15年度（会計期間：平成14年ll月1日～平成16年3月31

　　　　日）の決算報告があった。

　　　イ．則松監査委員から平成16年4月19日に会計監査を行い、金銭出納簿及び預金通帳並び

　　　　に関係の帳票等の監査の結果、適正に処理されていることの報告があり、これに基づいて

　　　　決算を承認した。

（5）平成17年度事業計画（案）及び予算（案）について

　　　ア．罵委員長から、次年度事業は研究協議会を熊本地区（熊本大学）で開催することを計画

　　　　していることの提案があり、承認した。

　　　イ．小山会計委員から、平成17年度（会計期間：平成17年4月1日～平成18年3月31日）

　　　　予算案の説明があり、承認した。

（6）その他
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ア　淵田庶務委員から、今後の議事録発行に関する現行の取扱い等について提案があり、承

　認した。

　平成15年度からの議事録投稿は次のとおりとする。

①上下左右の余白はすべて25mmを空ける。

②フォントは、MS明朝体の10．5ポイントとする。

③1頁は43文字x38行とする。

④図・表も含めて、8頁までとする。

⑤原稿頁割付

　　　ヘッダー　左上　　発表者原稿　発表：部会名

　　　　　　　　　　　座長原稿　　報告：部会名

　　　タイトル　MS明朝体12ポイント

　　　所属先　　大学名のみ

　　　姓と名の間に1文字空け、姓名の行末に5文字分の空白を設ける。

⑥ヘッダーとタイトル　　1行空ける

⑦タイトルと所属・氏名　1行空ける

⑧所属・氏名と本文　　　2行空ける

⑨ページ数は入れない

⑩A4印刷したものを投稿すること。

　　投稿していただいた原稿をオフセット印刷する。

⑪議事録原稿締切までに投稿がない場合、発表要旨を議事録原稿として掲載する。
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